
＊
不
死
鳥
の
町

＊
不
死
鳥
の
町

　

鎌
倉
は
、時
代
が
急
変
し
、

　

鎌
倉
は
、時
代
が
急
変
し
、

状
況
が
悪
く
な
っ
て
も
、
不

状
況
が
悪
く
な
っ
て
も
、
不

死
鳥
の
よ
う
に
蘇
え
り
、
歴

死
鳥
の
よ
う
に
蘇
え
り
、
歴

史
を
紡
い
で
き
た
町
で
す
。

史
を
紡
い
で
き
た
町
で
す
。

不
死
鳥
は
西
洋
の
霊
鳥
で
す

不
死
鳥
は
西
洋
の
霊
鳥
で
す

が
、
仏
教
に
も
再
生
、
再
来

が
、
仏
教
に
も
再
生
、
再
来

を
約
束
す
る
仏「
弥
勒
菩
薩
」

を
約
束
す
る
仏「
弥
勒
菩
薩
」

が
い
ま
す
。

が
い
ま
す
。

　

こ
の
近
く
で
は
、
金
沢
文

　

こ
の
近
く
で
は
、
金
沢
文

庫
称
名
寺
の
本
尊
が
有
名
で

庫
称
名
寺
の
本
尊
が
有
名
で

す
が
、
鎌
倉
に
も
浄
智
寺
で

す
が
、
鎌
倉
に
も
浄
智
寺
で

拝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

拝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
堂
に
参
る
と
、
釈
迦
如
来

本
堂
に
参
る
と
、
釈
迦
如
来

を
中
央
に
、
左
に
阿
弥
陀
如

を
中
央
に
、
左
に
阿
弥
陀
如

来
、
右
に
弥
勒
菩
薩
の
三
世

来
、
右
に
弥
勒
菩
薩
の
三
世

仏
が
座
っ
て
い
ま
す
。
釈
迦

仏
が
座
っ
て
い
ま
す
。
釈
迦

は
現
在
、
阿
弥
陀
は
過
去
、

は
現
在
、
阿
弥
陀
は
過
去
、

弥
勒
は
未
来
を
導
く
仏
と
い

弥
勒
は
未
来
を
導
く
仏
と
い

わ
れ
ま
す
。

わ
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
弥
勒
菩
薩
は
釈
迦

　

た
だ
、
弥
勒
菩
薩
は
釈
迦

入
滅
か
ら
数
え
て
、
五
十
六

入
滅
か
ら
数
え
て
、
五
十
六

億
七
千
万
年
待
た
な
い
と
現

億
七
千
万
年
待
た
な
い
と
現

れ
な
い
そ
う
で
す
。

れ
な
い
そ
う
で
す
。

＊
東
国
の
主
都

＊
東
国
の
主
都

　

と
こ
ろ
が
鎌
倉
で
は
、
時

　

と
こ
ろ
が
鎌
倉
で
は
、
時

明
応
４
年
（
１
４
９
５
）
頃

明
応
４
年
（
１
４
９
５
）
頃

と
さ
れ
ま
す
が
、
戦
国
時
代

と
さ
れ
ま
す
が
、
戦
国
時
代

の
雄
北
条
早
雲
が
、
箱
根
を

の
雄
北
条
早
雲
が
、
箱
根
を

越
え
、
小
田
原
に
現
れ
た
の

越
え
、
小
田
原
に
現
れ
た
の

も
こ
の
年
で
す
。
歴
史
舞
台

も
こ
の
年
で
す
。
歴
史
舞
台

に
次
の
役
者
が
登
場
し
た
の

に
次
の
役
者
が
登
場
し
た
の

で
す
。

で
す
。

　

破
竹
の
勢
い
で
勝
ち
進
ん

　

破
竹
の
勢
い
で
勝
ち
進
ん

だ
早
雲
は
、
永
正
九
年
（
１

だ
早
雲
は
、
永
正
九
年
（
１

５
１
２
）
玉
縄
城
を
築
き
、

５
１
２
）
玉
縄
城
を
築
き
、

そ
の
工
事
中
、
鶴
岡
八
幡
宮

そ
の
工
事
中
、
鶴
岡
八
幡
宮

を
詣
で
、
鎌
倉
再
建
を
誓
い

を
詣
で
、
鎌
倉
再
建
を
誓
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

 

枯
る
る
樹
に
ま
た
花
の
木

枯
る
る
樹
に
ま
た
花
の
木

を
植
ゑ
添
へ
て

を
植
ゑ
添
へ
て

　

 

も
と
の
都
に
成
し
て
こ
そ

も
と
の
都
に
成
し
て
こ
そ

見
め　
　
　
　
　

早
雲

見
め　
　
　
　
　

早
雲

　

早
雲
の
遺
志
は
、
長
男
の

　

早
雲
の
遺
志
は
、
長
男
の

氏
綱
に
受
け
継
が
れ
、
天
文

氏
綱
に
受
け
継
が
れ
、
天
文

９
年
（
１
５
４
０
）
実
現
し

９
年
（
１
５
４
０
）
実
現
し

ま
し
た
。
若
宮
大
路
修
復
、

ま
し
た
。
若
宮
大
路
修
復
、

大
鳥
居
再
建
を
経
て
、
上
下

大
鳥
居
再
建
を
経
て
、
上
下

宮
の
落
慶
ま
で
、

宮
の
落
慶
ま
で
、
2020
余
年
を

余
年
を

か
け
た
大
事
業
で
し
た
。

か
け
た
大
事
業
で
し
た
。

＊
家
康
公
の
故
郷

＊
家
康
公
の
故
郷

　

し
か
し
、
後
北
条
氏
の
時

　

し
か
し
、
後
北
条
氏
の
時

代
も
百
年
足
ら
ず
、
豊
臣
秀

代
も
百
年
足
ら
ず
、
豊
臣
秀

吉
の
前
に
亡
び
ま
し
た
。
次

吉
の
前
に
亡
び
ま
し
た
。
次

に
鎌
倉
を
救
っ
た
の
は
、
徳

に
鎌
倉
を
救
っ
た
の
は
、
徳

川
家
康
で
す
。
秀
吉
に
従
っ

川
家
康
で
す
。
秀
吉
に
従
っ

て
小
田
原
城
を
攻
略
し
た
家

て
小
田
原
城
を
攻
略
し
た
家

康
は
、
関
東
を
手
に
す
る

康
は
、
関
東
を
手
に
す
る

と
、
鎌
倉
に
は
特
別
な
計
ら

と
、
鎌
倉
に
は
特
別
な
計
ら

い
を
し
ま
し
た
。

い
を
し
ま
し
た
。

　

源
氏
の
血
筋
で
あ
る
こ
と

　

源
氏
の
血
筋
で
あ
る
こ
と

を
広
く
認
め
さ
せ
よ
う
と
、

を
広
く
認
め
さ
せ
よ
う
と
、

自
分
は
源
頼
朝
の
子
孫
で
あ

自
分
は
源
頼
朝
の
子
孫
で
あ

る
、
だ
か
ら
鎌
倉
は
先
祖
の

る
、
だ
か
ら
鎌
倉
は
先
祖
の

地
で
あ
る
と
主
張
し
、
税
を

地
で
あ
る
と
主
張
し
、
税
を

軽
く
し
た
り
し
ま
し
た
。
鶴

軽
く
し
た
り
し
ま
し
た
。
鶴

岡
八
幡
宮
の
修
復
、
英
勝
寺

岡
八
幡
宮
の
修
復
、
英
勝
寺

の
創
建
、
東
慶
寺
の
復
活
な

の
創
建
、
東
慶
寺
の
復
活
な

ど
は
、
徳
川
家
の
支
援
に
よ

ど
は
、
徳
川
家
の
支
援
に
よ

っ
て
、実
現
し
た
も
の
で
す
。

っ
て
、実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

家
康
は
鎌
倉
に
学
ぶ
こ
と

　

家
康
は
鎌
倉
に
学
ぶ
こ
と

に
も
熱
心
で
、
「
吾
妻
鏡
」

に
も
熱
心
で
、
「
吾
妻
鏡
」

を
愛
読
し
、
木
版
本
ま
で
作

を
愛
読
し
、
木
版
本
ま
で
作

ら
せ
ま
し
た
。
孫
の
水
戸
光

ら
せ
ま
し
た
。
孫
の
水
戸
光

圀
が
、
「
新
編
鎌
倉
志
」
を

圀
が
、
「
新
編
鎌
倉
志
」
を

著
し
た
の
も
、
そ
の
感
化
に

著
し
た
の
も
、
そ
の
感
化
に

よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
鎌
倉

よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
鎌
倉

は
、
政
権
と
は
無
縁
に
な
り

は
、
政
権
と
は
無
縁
に
な
り

ま
し
た
が
、
名
所
旧
跡
の
地

ま
し
た
が
、
名
所
旧
跡
の
地

と
し
て
蘇
っ
た
の
で
す
。

と
し
て
蘇
っ
た
の
で
す
。

＊
別
荘
地
か
ら
国
際
観
光
都

＊
別
荘
地
か
ら
国
際
観
光
都

市
へ
市
へ

　

明
治
に
入
る
と
、
鎌
倉
は

　

明
治
に
入
る
と
、
鎌
倉
は

海
山
に
恵
ま
れ
た
保
養
地
と

海
山
に
恵
ま
れ
た
保
養
地
と

し
て
注
目
さ
れ
、
別
荘
地
、

し
て
注
目
さ
れ
、
別
荘
地
、

文
士
の
町
と
し
て
賑
わ
い
ま

文
士
の
町
と
し
て
賑
わ
い
ま

し
た
。
第
二
次
大
戦
後
は
、

し
た
。
第
二
次
大
戦
後
は
、

歴
史
や
史
蹟
の
豊
か
な
観
光

歴
史
や
史
蹟
の
豊
か
な
観
光

都
市
、
さ
ら
に
近
年
は
国
際

都
市
、
さ
ら
に
近
年
は
国
際

観
光
都
市
と
し
て
活
気
に
満

観
光
都
市
と
し
て
活
気
に
満

ち
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
見

ち
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
見

る
と
、
鎌
倉
は
町
全
体
が
地

る
と
、
鎌
倉
は
町
全
体
が
地

霊
の
宿
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

霊
の
宿
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
す
。

　

た
だ
、
こ
の
不
死
鳥
、
こ

　

た
だ
、
こ
の
不
死
鳥
、
こ

れ
か
ら
ど
こ
に
飛
ん
で
い
く

れ
か
ら
ど
こ
に
飛
ん
で
い
く

で
し
ょ
う
か
。

で
し
ょ
う
か
。

代
の
変
わ
る
度
に
救
世
主
が

代
の
変
わ
る
度
に
救
世
主
が

現
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
元
弘

現
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
元
弘

３
年（
１
３
３
３
）、
新
田
義

３
年（
１
３
３
３
）、
新
田
義

貞
の
軍
勢
に
よ
っ
て
幕
府
が

貞
の
軍
勢
に
よ
っ
て
幕
府
が

倒
さ
れ
る
と
、
足
利
尊
氏
が

倒
さ
れ
る
と
、
足
利
尊
氏
が

現
れ
、
京
都
に
室
町
幕
府
を

現
れ
、
京
都
に
室
町
幕
府
を

開
き
、
鎌
倉
に
公
方
を
置
い

開
き
、
鎌
倉
に
公
方
を
置
い

て
、東
国
の
都
に
し
ま
し
た
。

て
、東
国
の
都
に
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
も
百
年
で

　

し
か
し
、
そ
れ
も
百
年
で

幕
を
閉
じ
、
有
力
者
の
い
な

幕
を
閉
じ
、
有
力
者
の
い
な

い
、
商
人
や
職
人
も
ま
ば
ら

い
、
商
人
や
職
人
も
ま
ば
ら

な
活
気
の
な
い
町
に
な
っ
て

な
活
気
の
な
い
町
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
時
代

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
時
代

に
長
谷
の
大
仏
殿
は
津
波
に

に
長
谷
の
大
仏
殿
は
津
波
に

流
さ
れ
、
国
宝
大
仏
は
露
座

流
さ
れ
、
国
宝
大
仏
は
露
座

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
再
建
す
る
力
が
、
鎌
倉

す
。
再
建
す
る
力
が
、
鎌
倉

に
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

に
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

＊
早
雲
の
復
興

＊
早
雲
の
復
興

　

大
仏
殿
が
流
さ
れ
た
の
は

　

大
仏
殿
が
流
さ
れ
た
の
は

　

鎌
倉
の
歴
史
・
文

　

鎌
倉
の
歴
史
・
文

化
を
紹
介
し
、
発
掘

化
を
紹
介
し
、
発
掘

さ
れ
た
出
土
遺
物
な

さ
れ
た
出
土
遺
物
な

ど
を
公
開
す
る
「
鎌

ど
を
公
開
す
る
「
鎌

倉
歴
史
文
化
交
流

倉
歴
史
文
化
交
流

館
」
が
５
月

館
」
が
５
月
1515
日
、
日
、

開
館
し
た

開
館
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

場
所
は
鎌
倉
駅
西

　

場
所
は
鎌
倉
駅
西

口
か
ら
徒
歩

口
か
ら
徒
歩
1010
分
ほ
分
ほ

ど
の
住
宅
街
の
中
で

ど
の
住
宅
街
の
中
で

（
扇
ガ
谷
１
―
５
―

（
扇
ガ
谷
１
―
５
―

１
）
、
鎌
倉
市
が
２

１
）
、
鎌
倉
市
が
２

０
１
３
年
に
一
般
財
団
法
人

０
１
３
年
に
一
般
財
団
法
人

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団

（
東
京
都
港
区
）か
ら
譲
り
受

（
東
京
都
港
区
）か
ら
譲
り
受

け
た
土
地
と
建
物
を
活
用
。

け
た
土
地
と
建
物
を
活
用
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
著
名
な
建
築

　

イ
ギ
リ
ス
の
著
名
な
建
築

家
ノ
ー
マ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー

家
ノ
ー
マ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー

が
代
表
を
務
め
る
フ
ォ
ス
タ

が
代
表
を
務
め
る
フ
ォ
ス
タ

ー
＋
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
設
計
の

ー
＋
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
設
計
の

既
存
建
築
を
活
か
し
な
が
ら

既
存
建
築
を
活
か
し
な
が
ら

デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
改
修

デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
改
修

工
事
を
、
昨
年
３
月
か
ら
始

工
事
を
、
昨
年
３
月
か
ら
始

め
た
。

め
た
。

　

本
館
（
延
べ
床
面
積
約
１

　

本
館
（
延
べ
床
面
積
約
１

１
３
８
㎡
）
と
別
館
（
約
２

１
３
８
㎡
）
と
別
館
（
約
２

６
８
㎡
）
が
あ
り
、
う
ち
展

６
８
㎡
）
が
あ
り
、
う
ち
展

示
面
積
は
４
０
３
㎡
。
本
館

示
面
積
は
４
０
３
㎡
。
本
館

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
、
鎌

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
、
鎌

倉
を
象
徴
す
る
流
鏑
馬
の
パ

倉
を
象
徴
す
る
流
鏑
馬
の
パ

ネ
ル
、
鎌
倉
彫
、
刀
剣
、
甲

ネ
ル
、
鎌
倉
彫
、
刀
剣
、
甲

冑
が
並
ぶ
。
壁
面
の
大
理
石

冑
が
並
ぶ
。
壁
面
の
大
理
石

が
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
て
光

が
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
て
光

る
薄
暗
い
通
路
を
進
む
と
、

る
薄
暗
い
通
路
を
進
む
と
、

通
史
、
中
世
、
近
世
／
近
現

通
史
、
中
世
、
近
世
／
近
現

代
の
３
つ
の
展
示
室
が
あ

代
の
３
つ
の
展
示
室
が
あ

り
、
展
示
物
の
ほ
か
、
「
鎌

り
、
展
示
物
の
ほ
か
、
「
鎌

倉
今
昔
立
体
地
図
」
と
称
し

倉
今
昔
立
体
地
図
」
と
称
し

た
映
像
も
あ
る
。
別
館
の
考

た
映
像
も
あ
る
。
別
館
の
考

古
展
示
室
は
元
々
こ
の
建
物

古
展
示
室
は
元
々
こ
の
建
物

に
あ
っ
た
部
屋
で
、
木
製

に
あ
っ
た
部
屋
で
、
木
製

品
、
漆
製
品
、
出
土
品
な
ど

品
、
漆
製
品
、
出
土
品
な
ど

を
展
示
、
初
公
開
も
あ
り
、

を
展
示
、
初
公
開
も
あ
り
、

展
示
替
え
も
す
る
。
広
い
庭

展
示
替
え
も
す
る
。
広
い
庭

が
見
渡
せ
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

が
見
渡
せ
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
は
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
利
用

ス
は
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
利
用

で
き
る
と
い
う
。

で
き
る
と
い
う
。

　

開
館
は
ま
わ
り
が
住
宅
地

　

開
館
は
ま
わ
り
が
住
宅
地

で
あ
る
こ
と
に
配
慮
し
、
平

で
あ
る
こ
と
に
配
慮
し
、
平

日
と
土
曜
の
午
前

日
と
土
曜
の
午
前
1010
時
か
ら

時
か
ら

午
後
４
時
。
一
般
３
百
円
、

午
後
４
時
。
一
般
３
百
円
、

小
中
学
生
百
円
。
問
い
合
わ

小
中
学
生
百
円
。
問
い
合
わ

せ
鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館
☎

せ
鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館
☎

０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
7373
・
８
５
０
１

・
８
５
０
１

　

西
国
三
十
三
観
音
霊
場
の

　

西
国
三
十
三
観
音
霊
場
の

巡
礼
を
模
し
て
源
頼
朝
が
持

巡
礼
を
模
し
て
源
頼
朝
が
持

ち
込
ん
だ
と
も
伝
わ
る
三
浦

ち
込
ん
だ
と
も
伝
わ
る
三
浦

半
島
の
霊
場
め
ぐ
り
。
定
期

半
島
の
霊
場
め
ぐ
り
。
定
期

的
に
御
開
帳
を
し
て
い
る

的
に
御
開
帳
を
し
て
い
る

の
は
三
十
三
観
音
霊
場（
丑

の
は
三
十
三
観
音
霊
場（
丑

年
と
午
年
）、
二
十
八
不
動

年
と
午
年
）、
二
十
八
不
動

尊
霊
場（
酉
年
）、
地
蔵
尊
三

尊
霊
場（
酉
年
）、
地
蔵
尊
三

十
八
霊
場（
卯
年
）、
二
十
一

十
八
霊
場（
卯
年
）、
二
十
一

薬
師
如
来
霊
場（

薬
師
如
来
霊
場（
3333
年
お
き
）

年
お
き
）

の
四
霊
場
。
今
年
は
こ
の
う

の
四
霊
場
。
今
年
は
こ
の
う

ち
の
不
動
尊
霊
場
と
薬
師
如

ち
の
不
動
尊
霊
場
と
薬
師
如

来
霊
場
の
御
開
帳
が
１
３
２

来
霊
場
の
御
開
帳
が
１
３
２

年
ぶ
り
に
重
な
る
特
別
の
年

年
ぶ
り
に
重
な
る
特
別
の
年

の
二
大
霊
場

の
二
大
霊
場
4444
寺（寺（
4949

札
所
）が
一
斉
に
秘
仏

札
所
）が
一
斉
に
秘
仏

を
公
開
し
た
。

を
公
開
し
た
。

　

行
基
が
７
２
４
年
に

　

行
基
が
７
２
４
年
に

開
い
た
と
伝
わ
る
薬
師

開
い
た
と
伝
わ
る
薬
師

如
来
霊
場
一
番
札
所
の

如
来
霊
場
一
番
札
所
の

神
武
寺（
逗
子
市
沼
間
）

神
武
寺（
逗
子
市
沼
間
）

で
は
４
月

で
は
４
月
2929
日
、
檀
信

日
、
檀
信

徒
や
関
係
者
ら
３
百
人

徒
や
関
係
者
ら
３
百
人

以
上
が
集
ま
り
、
稚
児

以
上
が
集
ま
り
、
稚
児

行
列
、
新
造
さ
れ
た
仁

行
列
、
新
造
さ
れ
た
仁

王
尊
像
の
開
眼
法
要
、
本
尊

王
尊
像
の
開
眼
法
要
、
本
尊

薬
師
如
来
開
帳
法
要
が
厳
か

薬
師
如
来
開
帳
法
要
が
厳
か

に
執
り
行
わ
れ
た

に
執
り
行
わ
れ
た
＝
写
真
。

＝
写
真
。

住
職
の
交
代
式
も
行
わ
れ
、

住
職
の
交
代
式
も
行
わ
れ
、

第
7676
世
と
な
っ
た
土
屋
慈
恭

世
と
な
っ
た
土
屋
慈
恭

住
職
（

住
職
（
5151
）
は
「

）
は
「
3333
年
に
一

年
に
一

で
、
４
月

で
、
４
月
2828
日
か
ら
５
月

日
か
ら
５
月
2828

日
の
１
カ
月
間
に
、逗
子
・
葉

日
の
１
カ
月
間
に
、逗
子
・
葉

山
・
横
須
賀
・
三
浦
３
市
１
町

山
・
横
須
賀
・
三
浦
３
市
１
町

度
の
機
に
御
本
尊
様
に
交
代

度
の
機
に
御
本
尊
様
に
交
代

の
報
告
を
し
た
か
っ
た
。
皆

の
報
告
を
し
た
か
っ
た
。
皆

様
の
お
力
を
い
た
だ
き
な
が

様
の
お
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
神
武
寺
を
守
っ
て
い
き
た

ら
神
武
寺
を
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。

い
」
と
挨
拶
。

　

法
要
後
、
参
拝
の
列
が
続

　

法
要
後
、
参
拝
の
列
が
続

き
、
「
大
陸
を
感
じ
さ
せ
る

き
、
「
大
陸
を
感
じ
さ
せ
る

仏
様
」
「
出
会
え
て
う
れ
し

仏
様
」
「
出
会
え
て
う
れ
し

い
」
な
ど
と
手
を
合
わ
せ
る

い
」
な
ど
と
手
を
合
わ
せ
る

姿
が
見
ら
れ
た
。

姿
が
見
ら
れ
た
。 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

ゆ
か
し
い

ゆ
か
し
い

直
垂
、
水

直
垂
、
水

干
、
烏
帽

干
、
烏
帽

子
姿
の
射

子
姿
の
射

手
が
４
人

手
が
４
人

一
組
と
な

一
組
と
な

り
、
３
組

り
、
３
組

で
的
中
を

で
的
中
を

争
っ
た
。

争
っ
た
。

的
奉
行
と

的
奉
行
と

射
手
と
の

射
手
と
の

　

端
午
の
節
句
の
５
月
５
日

　

端
午
の
節
句
の
５
月
５
日

鎌
倉
宮
で

鎌
倉
宮
で
草く

さ
じ
し

く
さ
じ
し鹿
の
神
事
が
行

の
神
事
が
行

わ
れ
た

わ
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

鹿
の
形
を
し
た
的
に
向
か

　

鹿
の
形
を
し
た
的
に
向
か

っ
て
射
手
が
交
替
で
矢
を
射

っ
て
射
手
が
交
替
で
矢
を
射

り
、
勝
敗
を
競
う
。
同
宮
で

り
、
勝
敗
を
競
う
。
同
宮
で

昭
和
初
期
か
ら
行
わ
れ
て
い

昭
和
初
期
か
ら
行
わ
れ
て
い

て
今
年

て
今
年
3636
回
目
。

回
目
。

　

弓
馬
術
礼
法
小
笠
原
流
・

　

弓
馬
術
礼
法
小
笠
原
流
・

鎌
倉
菱
友
会
の
奉
納
で
古
式

鎌
倉
菱
友
会
の
奉
納
で
古
式

間
の
間
の
候

そ
う
ろ
う
こ
と
ば

そ
う
ろ
う
こ
と
ば
詞
に
よ
る
問
答
も
聴

に
よ
る
問
答
も
聴

き
ど
こ
ろ
で
、
観
客
た
ち
が

き
ど
こ
ろ
で
、
観
客
た
ち
が

楽
し
げ
に
見
守
っ
て
い
た
。

楽
し
げ
に
見
守
っ
て
い
た
。

　

鎌
倉
市
材
木
座
の
日
本
最

　

鎌
倉
市
材
木
座
の
日
本
最

古
の
築
港
で
国
指
定
史
跡
の

古
の
築
港
で
国
指
定
史
跡
の

「
和
賀
江
島
」
の
清
掃
保
全

「
和
賀
江
島
」
の
清
掃
保
全

活
動
が
薄
曇
り
の
５
月

活
動
が
薄
曇
り
の
５
月
1414
日

行
わ
れ
、
約
１
６
０
人
が
参

行
わ
れ
、
約
１
６
０
人
が
参

加
し
た

加
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。
１
９
７
７

。
１
９
７
７

年
（
昭
和

年
（
昭
和
5252
）
か
ら
行
わ
れ

）
か
ら
行
わ
れ

て
い
て
今
年

て
い
て
今
年
4141
回
目
。

回
目
。

　

地
元
商
店
会
や
鎌
倉
マ
リ

　

地
元
商
店
会
や
鎌
倉
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
な
ど
の
協

ン
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
な
ど
の
協

力
で
清
掃
活
動
を
し
て
き
た

力
で
清
掃
活
動
を
し
て
き
た

材
木
座
自
治
連
合
会
の
渡

材
木
座
自
治
連
合
会
の
渡

辺
英
昭
会
長
が
挨
拶
で「
郷

辺
英
昭
会
長
が
挨
拶
で「
郷

土
の
誇
り
で
あ
る
こ
の
史
跡

土
の
誇
り
で
あ
る
こ
の
史
跡

　

鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の

　

鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の

「
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
・
キ

「
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
・
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
７
」
が

ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
７
」
が

５
月
末
日
で
締
め
切
ら
れ
、

５
月
末
日
で
締
め
切
ら
れ
、

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
に

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
に

約
3434
万
円
分
の
切
手
を
預
託

万
円
分
の
切
手
を
預
託

し
た
。

し
た
。

　

発
展
途
上
国
の
子
ど
も
と

　

発
展
途
上
国
の
子
ど
も
と

読
み
書
き
で
き
な
い
大
人
に

読
み
書
き
で
き
な
い
大
人
に

学
ぶ
機
会
を
つ
く
る
た
め
の

学
ぶ
機
会
を
つ
く
る
た
め
の

支
援
活
動
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界

支
援
活
動
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界

寺
子
屋
運
動
」
の
一
環
で
、

寺
子
屋
運
動
」
の
一
環
で
、

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
な
ど
を
集

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
な
ど
を
集

め
て
換
金
し
、
教
育
の
場

め
て
換
金
し
、
教
育
の
場

（
寺
子
屋
）
を
提
供
す
る
。

（
寺
子
屋
）
を
提
供
す
る
。

　

回
収
し
た
も
の
の
内
訳

　

回
収
し
た
も
の
の
内
訳

は
、
未
使
用
ハ
ガ
キ
が
５
０

は
、
未
使
用
ハ
ガ
キ
が
５
０

３
９
枚
・
切
手
に
交
換
し
て

３
９
枚
・
切
手
に
交
換
し
て

約
2323
万
円
、
切
手
約

万
円
、
切
手
約
1010
万
７
万
７

千
円
、
プ
リ
ぺ
ー
ド
カ
ー
ド

千
円
、
プ
リ
ぺ
ー
ド
カ
ー
ド

他
３
千
円
で
、
合
計
を
換
算

他
３
千
円
で
、
合
計
を
換
算

す
る
と
約

す
る
と
約
3434
万
円
。

万
円
。

　

鎌
倉
市
内
の
小
中
学
校
、

　

鎌
倉
市
内
の
小
中
学
校
、

横
浜
雙
葉
小
学
校
な
ど
も
協

横
浜
雙
葉
小
学
校
な
ど
も
協

力
し
た
。
切
手
の
仕
分
け
集

力
し
た
。
切
手
の
仕
分
け
集

計
作
業
を
行
っ
た
北
鎌
倉
女

計
作
業
を
行
っ
た
北
鎌
倉
女

子
学
園
社
会
福
祉
委
員
会
の

子
学
園
社
会
福
祉
委
員
会
の

生
徒
は
「
少
し
の
努
力
で
こ

生
徒
は
「
少
し
の
努
力
で
こ

ん
な
に
賛
同
が
得
ら
れ
る
と

ん
な
に
賛
同
が
得
ら
れ
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
話
し

は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
話
し

て
い
た
。

て
い
た
。

を
我
々
の
手
で
守
っ
て
い
こ

を
我
々
の
手
で
守
っ
て
い
こ

う
」と
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

う
」と
協
力
を
呼
び
か
け
た
。
住
民
ほ
か
商
店
会
、鎌
倉
岩

住
民
ほ
か
商
店
会
、鎌
倉
岩

手
県
人
会
、岩
手
県
か
ら
北

手
県
人
会
、岩
手
県
か
ら
北

上
市
和
賀
江
島
清
掃
団（
佐

上
市
和
賀
江
島
清
掃
団（
佐

藤
克
英
代
表
）

藤
克
英
代
表
）2222
人
ら
も
加

人
ら
も
加

わ
り
、大
潮
の
正
午
す
ぎ
か

わ
り
、大
潮
の
正
午
す
ぎ
か

ら
ゴ
ミ
袋
と
ト
ン
グ
を
手
に

ら
ゴ
ミ
袋
と
ト
ン
グ
を
手
に

沖
に
向
か
っ
て
活
動
開
始
。

沖
に
向
か
っ
て
活
動
開
始
。

　

目
立
っ
た
ゴ
ミ
は
さ
ほ
ど

　

目
立
っ
た
ゴ
ミ
は
さ
ほ
ど

な
く
、
予
定
よ
り
早
め
に
清

な
く
、
予
定
よ
り
早
め
に
清

掃
活
動
を
終
了
し
た
。

掃
活
動
を
終
了
し
た
。

3

鎌倉・若宮大路鎌倉・若宮大路

地
霊
の
宿
る
町「
鎌
倉
」

地
霊
の
宿
る
町「
鎌
倉
」

大
貫
昭
彦

大
貫
昭
彦

鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館

鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館

歴
史
・
文
化
の
紹
介
や
出
土
品
を
公
開

歴
史
・
文
化
の
紹
介
や
出
土
品
を
公
開

開館開館

三
浦
の
二
大
霊
場
が
同
時
開
帳

三
浦
の
二
大
霊
場
が
同
時
開
帳

4949
札
所
で
秘
仏
公
開

札
所
で
秘
仏
公
開

古式ゆかしく草鹿古式ゆかしく草鹿
鎌倉宮で弓道保存会鎌倉宮で弓道保存会

和
賀
江
島
を
清
掃

和
賀
江
島
を
清
掃

3434
万
円
を
預
託

万
円
を
預
託

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
で

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
で

鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

市
民
や
交
流
団
体
参
加

市
民
や
交
流
団
体
参
加

２０１７年（平成２９年）６月１日 第459号 1部　108円 （２）


